2026年5月吉日
日本モンテッソーリ協会（学会）中部支部会員の皆様
中部支部長　　村田　尚子
新学期がスタートしましてから、早いもので１か月を過ぎましたが、皆様お元気でご活躍のことと存じます。いつも中部支部活動にご協力いただきまして感謝申し上げます。
今後も引き続き、中部支部定例研究会では、中部支部の会員の皆様と一緒に学びの機会を大切に継続させていただきたく、お知らせしておりました日程で、6月の定例研究会のご案内させていただきます。
日時　2026年6月13日（土）　　　リモート開催　　　参加費無料
時間：13：30～16：30　
テーマ　　「瑞穂子どもの家　～継続した子どもの育ちの保障とは～」
講師　　　森下　京子先生（瑞穂子どもの家園長）
昨年6月の中部支部定例研究会では、佐々木信一郎先生より、世界の教育事情、インクルーシブ教育を背景に「なぜ、今、モンテッソーリ教育が必要なのか」をテーマにした貴重な講演をしていただきました。しかし、現状の児童発達支援事業所、放課後デイサービスなどの療育現場などでは、モンテッソーリ教育が普及していないように感じております。そのことに触れながら森下京子先生より幼児期から学童期、その後の子どもの育ちを継続して支援していただいている実践から学んでいきたいと思います。参加の皆様からも日々の保育現場で困り感のお子さんの対応などで不安を感じてみえるのではないでしょうか。そのようなお声もお聞きして皆様と一緒に討議できたら幸いです。
以下の流れで計画しております。
「モンテッソーリ教育が取り入れられていない療育現場からの話題提起」
村田尚子より
「瑞穂子どもの家でのモンテッソーリ教育による継続的な療育支援の実践について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
瑞穂子どもの家　森下京子先生より　　　　　
「皆様からの話題提起についてディスカッション」　　　　　　　　　　　　　　　　　参加の皆様より
＊参加申し込みをされる方は5月31日（日）までに下記の村田のメールアドレスまでごお知らせください。後日ZOOMのURLをお送りさせていただきます。
＊事前に話題提起について、皆様よりお知らせいただけますと嬉しく存じます。
村田メールアドレス：ginesu.lovly@outlook.jp　　　携帯　090-3425－92220
[bookmark: _Hlk196925874]多数の皆様のご参加をお待ちしております。
画面上ではありますが中部支部の皆様にお会いできますのを、楽しみにしております。

